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ひと筆書き世界一周旅行再開 

 ２月９日、キリマンジャロ登山を終えムウェカキャンプを下山し、カラツの街で泊った。７日間のキリマンジ

ャロ登山中は着の身着のままで過ごしたため、特に下半身はおもらししたこともあり、臭くてたまらなかった。

着替えをしてシャワーを浴びひげをそり、ほっとした。７日間も山を歩きまわったにもかかわらず４人とも高山

病の影響もなし、足腰の痛みも皆無であったのは驚異的なことである。これは今回の旅の企画者でありリーダー

でもある三好郁さんの「歩き方の指導」とわたしの「笑いヨガ」の「呼吸法」の指導のおかげと思う。 

 ２月１０日は、カラツの街から、ンゴロンゴロ保全地域へ行った。途中の村であり塚を見ていたらマサイ族の



子どもたちがわ

れわれをめずら

しがって近寄っ

てきた。ンゴロ

ンゴロのサファ

リは、巨大な噴

火口（264 ㎢）の

中にある。わた

したちは、マサイ族の男性の運転するランドクルーザーでサ

ファリを巡った。ランドクルーザーの天窓を開いて、動物たちを見るのである。ライオンの夫婦がねそべってい

る。20 メートルくらいの手前で、一匹のガゼルの子どもが群から離れてライオンを挑発するかのように、ぴょん

ぴょん跳ねている。ライオン夫婦は何の反応も示さない。満腹なのだろう。ここでは、わたしたちはヌーやシマ

ウマ、ガゼルの群れ、象やライオンのつがい、駝鳥、イボイノシシ、カバ、ハイエナ等を見た。どの動物も満た

されているのか争っているものはない。（人間がえさをやっているわけではない） 

 アルージャからキリマンジャロ空港までは一本の長い道が続いている。今日から雨季に入ったようだ。乾いた

大地が水を含み、これまでのほこりっぽさから突然至るところに池ができた。運転手がここは「カイロとヨハネ

スブルグの中間にある」と云った。このときわたしの胸は高鳴った。わたしのひと筆書き世界一周の旅はオース

トラリアのケアンズで止まっている。３年後は掛川の萩田さんとアフリカ一周３カ月の旅をする約束をしている。

その間、ケアンズからアフリカのどこかの入口までひと筆でつなげなければならない。アフリカ３カ月の旅のと

きには途中でがん患者だった人と合流してもう一度キリマンジャロ登頂をめざしたいと思う。それまでに彼女に

は「笑いヨガ」を一所懸命やってがんを完治してもらいたい。彼女には明後日、病院を見舞いそのことを伝える

つもりである。 

 ２月１１日には、ドーハに立寄りより観光した。この地は２３年前「ドーハの悲

劇」として知られている。サッカーのワールドカップ出場権をイランとかけて最後

の数秒で同点され出場権を逃したところだ。今年はうってかわってオリンピック出

場権をかけて同じイランと競い合って、日本がどたん場で１点入れて２対１として

出場権を獲得して「ドーハの歓喜」とした。そして決勝では韓国と対戦し０対２で

負けていたゲームを後半戦で３点入れ「ドーハの奇跡」ということばを生んだので

ある。 

 今回のタンザニアのキリマンジャロ登頂から始まってドーハに終った旅と、１年

半前のオーストラリア半周ドライブ旅行を一冊にまとめて「ポレポレ」という題で

本にするつもりである。４月中に完成したい

ものだ。「ポレポレ」は先にも書いたように「ゆ

っくりゆっくり」という意味である。5,895m

のキリマンジャロもポレポレで行けば、何の障害もなく達成できるのだ。 

 これは、人生も会社経営も同じである。ポレポレと歩いて１２５歳まで生

きましょう。ポレポレと人生を味わいつつ・・・・。 


